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アサ リに寄生す るセルカ リア1種 の被嚢形成
高 良夫 ・吉越 一馬 ・岩木 義博*ｹ
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On the Encystment of a Cercaria Parasitic in the 
 Japanese Little-neck Ruditapes  philippinarum
Yoshio KÔ, Kazuma  YOSHIKOSHI, Yoshihiro  IWAKI, 
     Kunio MATSUI and Reishi TAKAHASHI
   Two species of cercariae are known to be parasitic on gonad of the Japanese little-neck 
Ruditapes philippinarum. The authors confirmed by experimental infection that one cercarial 
species of them, possessing a pair of eye spots and a long developed tail, encysted as metacercaria 
in the fins of the yellowfin goby Acanthogobius flavimanus. 
   In addition, this paper describes the morphology of the mature cercaria left from the pelecypod 
first intermediate host, the cercaria encysted on glass wall, and the metacercaria obtained by the 
experimental infection.
藤 田(1906)は アサ リの生殖巣 中に2種 のセル カリ
アが寄生するこ とを報 じ,そ れ らの形態 ・寄生率等 に
ついて述べた.そ の後両種の生態は不明の ままであっ
たが,筆 者等 はこれ ら2種 の うち眼点 と長い尾部 を有
するセルカ リア1種 はマハゼの鰭 に侵入 して被嚢す る
ことを人為感染実験に よって確かめたので報告 する.
なお,眼 点がな く尾部 に長い多数 の剛毛を有 する1
種を藤 田(1907)はCercaria pectinata HUET と同定





実験 に先立ち,殼 長約3～4cmの アサ リを20～30個
体 ずつ数個の丸型 ガラス水槽(内 径29.5cm)に 収容 し,
塩分約34%・の海水中で室温 での止水飼育 をしてセルカ
リアの泳出 を待 った.こ の際通気を行 い適宜に換水 し,
投餌 は行わなかった.ま た,体 長9～10cmの マハゼを
循環濾過式水槽 中で,水 温 ・使用海水 を上記アサ リと
同一条件に して投餌(ア サ リ肉等)を 行 いなが ら飼育
しておいた.
セルカ リアがアサ リか ら泳 出した ところでアサ リを
取 り除 き,マ ハ ゼをMS-222海 水(1/10,000)で 麻酔
して,採 捕前か ら寄生 していたメタセルカ リア(2種
あ り)を すべて鰭か ら除いた後,セ ルカ リアが遊泳 し
ている上記丸型水槽 中に移 して感染 を待 った.そ の後,
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ガラス壁に付着 したセルカ リアの形態
本種のセルカ リアのアサ リか らの泳 出は飼育 水槽 中
では7月 か ら12月初旬 まで認 められた(そ の間の水槽
水温は13～28℃).泳 出 したセルカ リアの一部はガラス
壁 に付着 して被嚢 した(Fig.5).被 嚢の直径 は約125μ
である.水 槽 中にスライ ドグラス,糸 およびアオサを
入れた ところ,こ れ らに も付着 して被嚢す る個体 が見
られた.ガ ラス壁 に付着 したセルカ リアはその約半数
が1週 間程度 で消失 したが,18日 間生存 した個体 も
あった.何 れの個体 も付着当初か ら消失直前 まで被嚢
中で活発 に運動するのが観察 された.
ガラス壁 に付着 した被嚢を破 って取 り出した虫体 の
形態をFig.6に 示 した.体 長 は約235μ,体 幅 は約110μ
である.付 着後,日 が経って も形態的にはほとん ど変
化が現 われず,付 着前の成熟 セルカ リア との形態上の
差異は尾部 を有 しないこと,全 体表に ごく短い多数の
小棘 を有す ること,侵 入腺細胞が成熟セルカ リアのそ
れ より発達 しているように見 えることな どである.
3.マ ハゼのメタセルカ リア自然感染率
鹿尾川川 口産マハ ゼの鰭 には大小2種 のメタセルカ
リアの寄生が認め られ る.こ の2種 の うち小型のメタ
セルカ リア1種 の形態 は,ア サ リ生殖巣 に寄生する本
研 究の対象 とす るセルカ リアの体部の形態 に類似 して
いるので,人 為感染実験を行 う以前か ら,鹿 尾川でマ
ハゼを定期的に採捕 し,そ の鰭 に寄生する上記小型 メ
タセルカ リアの個体数 を調査 していた.1971年 の調査
結果ではマハゼへの自然感染率 は4月 は0%で あった
が,7月 に38%,8月43%,10月53%,11月73%と 漸
次高率 とな り,12月 には83%に 達 した.1972年1月 は
32%,2月 には また64%と なった.調 査 したマハゼの
個体数は4月 に4個 体,7・8月 は何れ も26個体,10
月～2月 は各月12個 体前後 である.各 月の調査個体数
が少な く,ま た5・6月 と9月 には調査 がで きなかっ
たが,少 な くとも夏か ら冬 にか けて可成高率の感染が
あること,特 に秋末か ら冬季 にか けて感染率が高 くな
る傾向があることがうかがえる.
考 察
鹿尾川 川口に棲息す るアサ リの生殖 巣 には,藤 田
(1906)が 報 じた2種 のセルカ リアの寄生が多 く見 ら
れ,同 地産 のアサ リを飼育 して いると両種のセルカ リ
アの泳出がしばしば起 る.然 し,両 種以外のセルカ リ
アの アサ リ生殖巣への寄生や泳出 は観察 された ことが
ない.両 種のセルカ リアは形態的 に著 しく異 な り,尾
部 の長 い剛毛の有無,眼 点の有無,遊 泳状態 などで容
易に区別で きる.今 回の感染実験で は,飼 育水槽中に
アサ リか ら泳出 して来たセルカ リア を検鏡 して本研 究
の対象種である ことを確認 し,そ の後にアサ リを取 り
除いて被寄生体 とするマハゼを同一水槽中に移 した.
この供試マハゼの鰭 に採捕前か ら寄生 していたメタセ
ルカ リア2種 は前記 のように予 め全部除去 してあ る.
従って,本 実験で得 られたマハゼ鰭内のメタセルカ リ
アは,ア サ リ生殖巣 から泳出 した本種のセルカ リアが
鰭 に寄生 して変態 したもの以外 ではあ り得ない.
また,鹿 尾川産 のマハゼの鰭 に見 られ るメタセルカ
リア2種 の うちの1種 の形態は,今 回の感染実験で得
られたメタセルカ リアのそれ と全 く同様である.且 つ,
同地のマハ ゼへのこの種のメタセルカ リアの感染率は
前記のように著 しく高 い.
以上 の理 由か ら,マ ハゼは本種の第2中 間宿主 とな




ア寄生個体数に比 べて,本 実験 で得 られたメタセルカ
リアの個体数は可成少 ない.吸 虫の種,魚 種,実 験 方
法の違 いにもよるであろうが,そ の ほか本研究では宿
主の鰭 に寄生 しているメタセルカ リアのみを対象 とし,
他体部への寄生個体 を除外 してお り,そ の ことも少数
の感染個体 しか得 られない結果 を生 じさせた一因 と
なっているもの と思われ る.
要 約
1)ア サ リの生殖巣 に寄生する2種 のセルカ リアの
うち,眼 点 と長い尾部 を有する1種 は,マ ハ ゼの鰭 に
寄生 して被嚢す ることを感染実験 によって確か めた.
2)ア サ リか ら泳 出した本種 の成熟セルカ リア と感
染実験 によって得 られた メタセルカリアおよび水槽 中
でアサ リか ら泳出 した本種セルカ リアがガラス壁で被
嚢 した ものの形態 を比較 した.
3)長 崎市鹿尾川川口のマハ ゼの鰭には本種のメタ
セルカ リアの寄生 が多 く見 られ,マ ハゼが本種の第2
中間宿主 となり得るこ とが推定 され る.
終 りに,種 々 ご協力いただいた本学部松尾玲子助手
に厚 く御礼 申し上 げる.
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